




















「ゥ・ァイマノレのロ y テJ(1935年〕に定指した.戦後 1947年，作者 72才で世に出た本













































い。 Seeleを欠いた冷L、知性の持主は， Volk とし、う言葉を引用符ずきでしか使用でき
ないのである。自己に最も泣いアドリアンのこの原n~には， 紹照的な↑IT熱さえ感じられ
る。彼の打開の方向は専ら音楽の技術的な面に向った。即ち Spiel と化した音楽の形
式に向けられた彼の打開は，まず伝統様式のパロデd となって現れ， 次いで Schein













して:/I; Jþをと結びついた孤~な博士の例を， 極めて現代風に導入する。 即ちアドリア ン
は，21才のニーチェ がケノレソの娼家で経験した*，';ネ'1の Traumaを，同じ年令で繰返す
のである。 Geistと Triebを仲介する SeeJeに欠けた倣慢な知性の持£は，むきだし





必惑ポーであり， ~t与を合んだý.:ヘタエラ ・ エスメラノレ〆に彼を導いた案内人であり ， 結対
は，{放伎な知性の奥にひそんでいたi'l・風な心的の期待である。かくして悩めて現代的な
;1ll.~~Q:との紡托が成立した。既に打開の方向を定めた料 Þ!rは， その思い上りと心的の I-Jî さ
放に人間的生活を放来してまでも目的を追求しようと，非合政な:1l¥1ta'と結びついたので


















































































































マンは「ドイツとドイツ人J の， !~で， ドイツ tr'd;r !lの内面性と表~をなす社会的，政治









































































































Th.M泊lll: Doktor Faustus(Suhrkamp V.1949) 
: Entstehung des Dr. Faustus(Bermann-Fischer V.1949) 
: Neue Studien(Suhrkamp V.1948) 
]. Lesser: Thomas Mann(Kurt Desch V.1952) 
R. Faesi: Thomas Mann(Atlantis V.1955) 
G. Lukacs: Thomas Mann(Aufbau V.1953) 
その他マソの諸著作， j諸文献。
(本稿は 1957年日本独文学会秩季研究発表会に発表した原稿を加筆修正したもの
である) (1958年2月2日〕
